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Ⅰ はじめに
現代のファッションは、第２次世界大戦後のパリ・
オートクチュールの影響を大きく受け、素材や服飾副
資材、縫製機器の発展と共に様々に変化を遂げてきて
いる。１９５０年代はオートクチュールにおけるゴールデ
ン・エイジ１）とも呼ばれ、多くのデザイナーが「形を
作る」ために工夫を凝らし、クリエーションを発表し
ている。筆者らは、このゴールデン・エイジのパリ・
オートクチュールの制作技術に着目し、その技術を分
析し、文書化・図式化して蓄積することにより、制作
に迷った時に参照できる技術面の記録の蓄積を目的と
した研究を行っている。２０１４年にクリスチャン・ディ
オール２）、２０１５年にクリストバル・バレンシアガのデ
イ・ドレス３）を資料とし、その制作技術の技法研究を
行った結果、当時の制作技術において多くの知見を得
ると共に、クリスチャン・ディオールとクリストバ
ル・バレンシアガの制作技術の違いに、彼らのクリ
エーションに対する意識の違いを知ることとなった。
本研究では、ディオール社のデイ・ドレス（１９５７年
頃作成 杉野学園所蔵）を資料として、１９５０年代の
ディオール社に多く見られるシルエットの制作技術に
着目し、その制作技術の検証を行い、さらなる記録の
蓄積を目的とした。
Ⅰ－１ クリスチャン・ディオール（Chrischan Dior）
のクリエーションについて
クリスチャン・ディオールは、１９４７年春・夏シーズ
ンから１９５７年秋・冬シーズンまでの２２シーズンに渡り、
毎回特徴的なラインを主としたコレクションを発表し
た。彼が発表したラインの調査結果４），５），６），７），８），９），１０）
は、以下のようになる（表１、図１）。
クリスチャン・ディオールはコレクションごとに
２００着以上の作品を発表しながら、上記にあるような
新しいラインの作品は、ショーで発表された全作品の
１部分でしかなく、人気のあるシルエットがディテー
ルを変え、長期間作り続けられていたこと１１），１２），１３）は、
周知である。その中でも、なだらかな肩線、豊かなバ
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図２ １９４７年春・夏 図３ １９５１―５２年秋・冬 図４ １９５４―５５年秋・冬 図５ １９５６―５７年秋・冬
図６ 資料正面 図７ 資料側面 図８ 資料背面
スト、細いウエスト、たっぷりと裾が広がったスカー
トを特徴とするディオールの代名詞とも言うべきコロ
ル・ラインが作り出すシルエットは、多くの人に愛さ
れ、いつの時代においても作り続けられていた。クリ
スチャン・ディオールの６０年間のクリエーションを収
録した雑誌L’officiel 特別号１４）において、クリスチャ
ン・ディオールが直接制作指揮を行った、１９４７年春・
夏～１９５７年秋・冬コレクションに見られるコロル・ラ
インに類似するシルエットを調査した結果、イヴニン
グ・ドレス、デイ・ドレス、スーツ、コートと、様々
なアイテムに表現されて、毎シーズン制作され続けて
いたことが、以下のように確認できる（図２，３，４，
５）。
Ⅱ 調査
今回調査を行った資料は、以下のDior 社製デイ・ドレス（図６，７，８）である。
Ⅱ－１ 調査方法について
資料の調査は、２０１４年度に行った「パリ・モードに
おける服飾造形研究」の調査方法に準じて行った。
１）外観についての調査
資料を詳細に写真撮影し、外観（構造・デザイン・
シルエット・その他）の調査を行い記録した。
２）パターンについての調査
資料の計測は上前となる右身頃を計測の基準とし、
必要に応じて左身頃の計測を行い記録した。
計測道具：定規・メジャー・レーヨン紙・シルク糸
（＃１００）・手縫い針（＃１２Sharp）・シルクピン・シー
チング
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図９ 右袖口のほつれ
図１０ 袖付け線上の切り取り跡
図１１ グリフ（表側）
図１２ ペプラム縫い代糸印 図１３ スカート裾糸印
調査手順：
① 計測の基準となる線は、縦糸緯糸を目視で辿り、
地の目とした。パターンの形状に合わせ、それぞ
れ必要と思われる位置に糸を通した。
② ①の手順で通した地の目を基準線とし、定規、メ
ジャーで計測した計測値を方眼紙上に記し、連続
線として繋げパターンの輪郭線とした。
③ ②で作成したパターンをレーヨン紙に基準線と共
に写し、輪郭線の形状を確認・修正を行い、パ
ターン確認終了後、CADデータとした。
完成パターンを使用してトワルを作成し、実物と目
視で比較し、パターンの形状確認を行った。
３）縫製方法についての調査
資料を詳細に写真撮影し、計測・縫製方法の調査を
行い記録した。
４）素材についての調査
資料の素材について調査を行い記録した。
Ⅱ－２ 調査結果と考察
資料（図６，７，８）の調査結果は以下の通りである。
１）外観についての調査
構造：一見、ワンピースに見えるが、ペプラム付きの
身頃とスカートのツーピースで構成している。身頃に
はウエストから裏地と共布のペプラムが付き、ペプラ
ムの裾には、ストッキングを固定するガーターベルト
が付いている。明きは後ろファスナーで、その長さは
身頃よりも長い。スカートは、別仕立てのペチコート
を内蔵し、ペチコートは、スカートのウエストベルト
部分にかんぬき止めで付いている。スカートは後ろ中
心のタック奥にマチを入れ、左側タック奥に明きを作
り、スプリングホックとスナップ止めになっている。
共布のリボンが付いたベルト（表側のみ共布）は、前
中心リボンの陰でかぎホック止めになっている。
デザイン：広めのボートネックラインのように着用者
の体からやや離れたデコルテライン、ラグラン切り替
えのなだらかな肩線の短い袖、豊かなバスト、細いウ
エスト、スカートのウエスト部分には、スカートのシ
ルエットを強調するように脇よりにタックを取り、
たっぷりとした裾周りのスカートになっている。
シルエット：なだらかな肩線、バストからウエストま
では着用者の体に沿っているが、スカートの裾に向か
いたっぷりと広がった形状は、ニュールックに代表さ
れる、コロル・ラインのシルエットである。
その他
欠損・劣化：経年によるまつり糸の劣化によるほつれ
が何ヶ所かある（図９）。また、前後左右の袖付け線
上にコード状のものを切り取った跡がある（図１０）。
その他に目立った欠損は無い。
変更箇所：なし。
グリフ：身頃内側、右脇線上（カマ底より８．５cm下）
に黒地に白文字が織りこまれたリボン状のグリフ
（１０．４cm×２．７cm）がついている（図１１）。グリフの
中央に“Christian Dior”その下に“PARIS”左端に
“MADE IN FRANCE”の文字が織り込まれている。
裏面にシリアルナンバーがスタンプされているが、全
部は読み取れない。リボンの両端は三角形に折り込ま
れ、それぞれ３ヶ所縫っている。身頃のペプラム後ろ
中心縫い代とスカートの裾に、同じような形状のアル
ファベットと思われる糸印があるが、判読できない
（図１２，１３）。
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図１４ 身頃・袖・スカートパターン
２）パターンについての調査
２）－１ パターンデータについて
調査により取得したパターンデータは、図１４のようになる。
２）－２ パターンの特徴
資料のパターンの特徴は以下の通りである（図１４）。
出来上がり寸法：着丈９０．５cm、バスト９４cm、ウエス
ト（身頃）５７．５cm、袖丈１１．５cm、ウエスト（スカー
ト）６２cm、裾周り２０６cm
パターン（半身頃）は、前身頃、後ろ身頃、前ペプ
ラム、後ろペプラム、袖、前スカート、後ろスカー
ト、後ろ中心マチで構成し、現在、同様のシルエット
を作図する場合に用いるパターンの形状と一致する。
ウエスト寸法が身頃とスカートで４．５cmの差がある。
身頃：前身頃のウエストダーツ分量を多くとること
で、豊かなバストの形状を作っている。ウエストダー
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図１５ トワル正面 図１６ トワル側面 図１７ トワル背面
図１８ 身頃内側
ツの分量の差が、前身頃と後ろ身頃で極端に異なって
いる。また、後ろ身頃のウエストラインの形状が、中
心から脇に向かい強いカーブを描いているが、前後身
頃のウエストダーツをたたんだ状態でウエストライン
のカーブ形状を比較すると、前身頃のウエストライン
もほぼ同様のカーブを描いている。
袖：ラグランスリーブの形状になっている。
スカート：スカートの下部が前中心で輪になっている
ため、ウエストラインから裾に向かい、前中心に大き
なダーツを取っている。シルエットを作るために、ウ
エストにタックを取り、ボリュームを出している。後
ろ中心にひだ奥となるマチを入れ、インバーテッド・
プリーツのような大きなタックになっている。
ベルト・リボン：ベルトはカーブの形状で、後ろ中心
に比べ、前中心の幅がやや細くなっている。リボンは
長方形になっている。
上記で得られたパターンデータを基に、シーチング
を用いて組み立て、パターンの確認を行った（図１５，
１６，１７）。
３）縫製方法についての調査
資料の縫製方法は以下の通りである。
資料の表地は、身頃と袖はシルクオーガンジーと毛
芯、スカートは前スカートと後ろマチは毛芯のみ、後
ろスカートは毛芯と裏地で裏打ちしている。
身頃はデコルテラインから約１．２cm控えた位置から
ウエストラインの約０．８cm下まで、袖はデコルテライ
ンから約１．２cm控えた位置から袖口の縫い代部分まで
裏地が付いている（図１８）。裏地が付いていない部分
の縫い代始末は、基本的に手縫いでかがっている。
身頃：身頃と袖のデコルテラインは、本体から続いて
折り返した見返し（約３．５cm）になっている。前身頃
のデコルテライン見返しのみ、前中心、左右に４cm、
さらに左右に６cm、計５ヶ所の位置で、縫い代端か
ら約２cm切り込みが入っている。後ろ中心とデコル
テの角は額縁で始末している。脇線の縫い代（カマ底
側：約１．８cm、ウエスト側：約１．５cm）は割っている。
後ろ中心は、身頃から続いた状態で見返し（デコルテ
ライン側：約５．５cm、ウエスト側：約６cm）を折り返
し、フラットファスナーが付いている（図１９）。裏地
以外の身頃とペプラムはウエストラインをミシンで縫
い、身頃の裏地をウエストラインで星止めしている。
図１９ 後ろ身頃デコルテラインとファスナー
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図２２ ボーン先端 図２３ 金属製ボーン
図２４ ペプラム裾 ステッチとガーターベルト付けボタン
図２５ ペプラム裾 ガーターベルト
図２６ 袖付け線 袖底部分
ウエストラインの縫い代（約０．８cm）はペプラム側
に片返し、一緒に手でかがっている（図２０）。
ウエストダーツ：前後のダーツは、先端から約３cm
下からウエストまで割っている（前身頃：約２．５cm）。
毛芯は、縫い目から０．８cmでカットしている。
明き始末：ファスナーの上端にはかぎホック（１組）
がつき、金属製のフラットファスナー（下留め金具ま
で５８cm）がデコルテラインより１cm下がった位置か
ら、ペプラム下端から１５．３cm下まで、手縫いで付い
ている（図２１）。
ボーン：長さ３１cm（前身頃）と３０cm（後ろ身頃）、幅
０．８cmの金属製ボーンは、オーガンジーに包み毛芯に
まつっている（図２２，２３）。
ペプラム：脇の縫い代（約２cm）、ウエストダーツの
縫い代（約０．８cm）、後ろ中心線縫い代（約２cm）は
割り、手縫いでかがっている。裾は共布の見返し（約
４cm）が付き、見返し部分にはステッチ（１１本）が
かかっている（図２４）。ペプラムの下端には、ガーター
ベルト用のボタン（直径０．９cm）が全体で８個、ガー
ターベルト（１．９cm幅）が付いている（図２５）。
袖：袖付け線は、前後共デコルテラインより約８cm
下の位置で縫い代（約１cm）に切込みが入っている。
デコルテラインから切込みまでの縫い代は割り、カマ
底部分の全ての縫い代は裏地身頃の上に乗せ、袖の裏
地を星止めし、千鳥がけで裏地身頃に止めている（図
２６）。
袖口の縫い代は、裏打ちのオーガンジーを続けて持
ち出し、０．３cm幅のパイピングで始末している（図２７）。
図２０ 後ろ身頃ウエストライン
図２１ 身頃ファスナー
図２７ 袖口パイピング始末
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図２８ 前中心縫い代 図２９ 後ろスカートと後ろ
中心マチ縫い代
図３０ 裾のキルティング 脇線の接ぎ
図３１ スカートタック 表側
図３２ スカートタック 裏側
スカート：前中心のダーツの縫い代（ウエスト側：約
２．５cm）は、ウエストからダーツの先端から約３cm
まで割っている（図２８）。脇線の縫い代（３．５cm）は
割っているが、後ろスカートと後ろ中心マチの縫い代
（１．２cm）は、後ろ中心のタック奥で一緒にかがって
いる（図２９）。前中心のダーツと脇線の裏打ちの毛芯
は、ミシンの際で切り取っている。
裾のキルティング：前スカートと後ろ中心マチは、毛
芯の裾部分にミシンステッチ（約２cm間隔）でキル
ティングされた裏地が付いている。キルティングの上
端は毛芯に千鳥がけし、下側は裾まで入っている。後
ろスカートは、裾の部分にキルティングした裏地が全
面に付いている。キルティング部分は前スカートのキ
ルティングとミシンで縫われ、縫い代は割っている。
キルティングの無い部分は、前スカートの脇縫い代に
手縫いでまつっている（図３０）。
タック：前後にあるタックは、中心側のタックに重な
るように脇側のタックをたたんでいる（図３１）。裏打
ちの毛芯は、タック位置や後ろ中心で、表生地に糸で
固定している（図３２）。後ろスカートは、裏地も一緒
に固定している。
明き始末：後ろ中心タック左側奥が明きになってい
る。明きの長さは２４cm、一番上がスプリングホック、
それ以外はスナップ（直径０．６cm）が２組、８cm間
隔で付いている。明き部分の縫い代はパイピング（０．４
cm幅）で始末されている（図３３）。
図３３ スカート明き始末
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図３４ 裾始末 タックと星止め
生地名 色 素材
密度（本／cm） 厚み
（mm） 特 徴経 緯
表地 ウールシャンタン 濃いグレー ウール ２７ ２６ ０．３０ ざっくりとして柔らかい
裏打ち布１ オーガンジー（身頃・袖） 黒 シルク 薄く張りがある
裏打ち布２ 毛芯（身頃・袖・スカート） 生成り ウール １７ １５ ０．３９ 柔らかくしっかりしている
裏地１ シルク（身頃・袖） 黒 シルク ７２ ８４ ０．１４ 薄く柔らかい
裏地２ タフタ（スカート） 黒 ポリエステル ３４ ４７ ０．２３ 厚みと張りがある
表２ 素材基礎測定
測定機器：マイクロメーター、分解鏡
裾始末：裾は縫い代（約５．５cm）の端を裏側に折り込
み（約１．５cm）、小さくタックを取りながらまつって
いる。毛芯は、縫い代幅より約０．５cm控えた位置で
カットしている。裾線から縫い代側に０．２cmと１cm
の位置で、縫い代側から毛芯まで星止めしている（図
３４）。
ペチコート：ペチコートは、異なる硬さのチュールが
ギャザーを寄せた状態で２段（下段チュール：裾周り
３７２cm、上段チュール：裾周り５０５cm）、前スカート部
分のみさらに１段（１７５cm）ヨークに付いている。上
段のチュールと前側のチュールの裾にはホースヘアー
（８cm幅）が入っている（図３５）。
前後スカートと同形のパターンで作られたスカート
が、チュール全体を覆っている。
後ろ中心の明きにはスプリングホックが５組付いて
いる。ペチコートとスカートは、ベルト位置で５ヶ所
かんぬき止めで付いている（図３６）。
リボン・ベルト：ベルトは表地と共布で作られてい
る。ベルトは、表側が共布、裏側が革で作られている
（図３７）。
４）素材についての調査
資料には以下の素材が使用されている（表２）。
図３５ チュール裾
図３６ かんぬき止め
図３７ リボン・ベルト
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副資材：身頃には金属のボーン（図２３）を使用してい
る。また、スカート裾部分のキルティング状の裏打ち
部分は、毛芯と裏生地の間に薄いウール繊維のような
芯を挟んでいる。ペチコートの裾にはホースヘアー
（８cm幅）が入っている。
５）調査のまとめと考察
調査の結果、以下のことが確認された。
外観：一見、ワンピースに見えるが、ペプラムつきの
身頃とスカートのツーピースで構成されている。身頃
のウエストから下には、裏地と共布のペプラムが付
き、ペプラムの裾には、ストッキングを固定するガー
ターベルトが付いている。ガーターベルトが付くこと
で、手を上げても身頃の裾が表に出ないようになって
いる。ペプラム部分の素材は、身頃と同じ生地を使用
した場合、厚みが出てシルエットが崩れる可能性と着
心地を考慮し、裏地を使用したと考えられる。資料
は、広めのボートネックラインのように着用者の体か
らやや離れたデコルテライン、なだらかな肩線のラグ
ラン袖、豊かなバスト、細いウエスト、大きく裾が広
がるなどの特徴から、ニュールックに代表される、コ
ロル・ラインのシルエットであると考えられる。
パターン：前後身頃のダーツ分量に大きな差はある
が、現在、同様のシルエットを作図する場合に用いる
パターンの形状と一致する。前スカートはウエストラ
インから裾に向かい、前中心に大きなダーツが取られ
ている。シルエットを作るために、ウエストにタック
を取り、ボリュームを出している。スカートの前中心
を輪にして大きなダーツで裁断する方法は、１９５０年代
の大きく広がったスカートに比較的多く見受けられる
裁断方法の特徴である。身頃とスカートのウエスト寸
法の差は、スカートの布の厚みと内蔵されたペチコー
トの厚みによるものと考えられる。
縫製方法：身頃と袖に使用されている表地は、シルク
オーガンジーと毛芯により裏打ちが全面に行われ、前
後身頃の脇よりの部分に金属製のボーンが入っている。
スカートは表地を全面毛芯で裏打ちし、裾の部分にキ
ルティングした生地が付いている。裏打ち布やボー
ン、ペチコートのような二次的な構造により、素材を
補強し、デザイナーが意図したシルエットを作り出す
効果を得ている。スカートの裏打ちの毛芯や裏地を、
タック位置や後ろ中心で表生地に糸で固定すること
で、タックや後ろ中心の位置を明確にすることが可能
になる。また表地と裏打ち布が折り目の厚みによりず
れることを防ぎ、形を保つ効果があると考えられる。
素材：表生地よりも裏打ちの毛芯の方が、厚みがある
が柔らかさがあるため、表地の特徴を活かしながらシ
ルエットを作っていると考えられる。
資料は、豊かなバストと細いウエストを強調し、裾
に向かって広がるコロル・ラインのシルエットを有し
ていることが、外観とパターンの調査から確認でき
た。表地のウールが柔らかいため、表地単独でシル
エットを保つことは難しく、毛芯とオーガンジーで裏
打ちすることにより強度を与え、身頃にボーンを入れ
ることでドレスのシルエットを保っていることが確認
できた。また、ペチコートやスカートの裾にキルティ
ングをすることで、裾に向かって広がるスカートのシ
ルエットを明確にしている。
Ⅲ 制作技術の検証
Ⅲ－１ 試作による検証箇所
本研究は、１９５０年代のディオール社に多く見られる
シルエットの制作技術に着目し、その制作技術の検証
を行うことを目的としている。Golden Age of the
Couture では、「ディオールは、彼のデザインをより
よく表現するために、伝統的なテクニックを使用し、
素材をしっかりさせるために芯で服に裏打ちをした。
これらの二次的な構造の理由は、ドレスの重さを支え
るためではなく、完璧なライン、あるいは引き離した
デコルテやバスクのようなカーブを作るためであっ
た。」１５）と記述している。上記の視点に立って今回の資
料を見ると、以下の点が確認できる。
①表地として薄手のウールを使用しているが、生地よ
りも厚みのある毛芯とオーガンジーによって全身を裏
打ちすることで、デザイナーが意図したシルエットを
作っている。特にスカートは、毛芯とオーガンジーに
よる裏打ちの他に、裾部分をキルティングによってさ
らにしっかりと裏打ちし、そのシルエットを作り出し
ている。さらに裾にホースヘアーを入れた別仕立ての
ペチコートを内蔵することで、シルエットの保形性を
高めていると考えられる。
②着用者の体に密着しない身頃の前後脇よりの位置で
身頃に直接ボーンを付けることにより、シルエットを
支えていると考えられる。
以上の点において資料のデイ・ドレスは、１９５０年代
のディオール社の典型的な制作技術により作られてい
ると判断される。また、その技術の中でもスカートの
シルエットに関する制作技術は、現在でも一般的に使
われる技術であり、内蔵されているペチコートの素
材、縫製方法などに特別な違いは見られない。一方、
身頃に直接ボーンを着けることは、現在ではビュス
ティエドレスなどのような着用者の体に密着した形の
ドレスなどには見られるが、着用者の体に密着しない
デイ・ドレスに着けることはほとんどない。そこで
ボーンを付ける事により、着用者の体に密着しない身
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使用箇所
密度（本／cm） 厚さ
（mm）
目付け
（g/m２）経 緯
表地 ２４ ２６ ０．２５ １１１
裏打ち布 ２４ ２３．５ ０．３１ １６１
表３ 使用シーチング基礎測定
測定機器：マイクロメーター、分解鏡、電子デジタル天秤
頃のシルエットにどのように効果があるのかという点
に着目した。
資料調査結果にあるように、ボーンの位置は、図１４
の資料パターンにあるように、前身頃はウエストダー
ツのやや脇よりの部分から、身頃のデコルテと袖付け
線のやや中心側の位置、ウエストからデコルテに向か
い広がるように入っている。後ろ身頃は、脇線とウエ
ストラインの交点から、後ろ身頃のデコルテと袖付け
線の交点に向かってほぼまっすぐ入っている。このよ
うに、ボーンは前後で異なる位置に入っている。使用
しているのは同じ形状の金属ボーンである。一般的に
ビュスティエなどでボーンを入れる場合、体の前後中
心や脇などの体を支える位置、バストを支える位置、
前面と側面の角や側面と背面の角など、いわゆる体の
面といわれる位置に入れることが多い。ボーンは硬い
素材で作られるため、ボーンを入れた部分が支えとな
り縦方向に補強され、布に緊張感を与えシルエットが
すっきりする効果がある。しかし資料のように着用者
の体に密着しないシルエットにおいてボーンを入れる
理由として、シルエットを支えることが目的であると
考えられる。ここでは、ボーンを入れる位置により、
シルエットにどのような差が出るのかに着目して検証
を行う。また、ボーンがデコルテラインに達している
ことから、デコルテラインへの影響も観察した。
Ⅲ－２ 試作の制作方法
検証には、Ⅱ－２－２）パターンについての調査で
取得した身頃のパターンを用い、縫い代は資料と同様
に裁断した。
試作には服飾造形においてシルエットなどの形状を
確認するときに一般的に用いられるシーチングを使用
して作成した。資料は表生地と裏打ちとなる毛芯、
オーガンジーで構成されているため、表生地にあたる
シーチング１枚だけでは同様の形状を作ることが困難
と考え、厚さの異なるシーチングを裏打ち布として使
用し、毛芯の代わりとした。オーガンジーに関して
は、シルエットを作るうえでの影響は少ないと考え、
使用しなかった。
使用したシーチングの基礎測定は、以下の通りである。
検証では、前後身頃に入れられたボーンの位置を、
資料に付いていた位置を参考に以下の４種類の位置
（①資料と同じ位置に入れる場合（図３８） ②前身頃
の位置と同様、前後共にダーツ脇の位置からボーンを
入れる場合（図３９） ③後ろ身頃の位置と同様、前後
共に脇線とウエストの角から入れる場合（図４０） ④
ビュスティエに多く見られるように、ダーツ上にボー
ンを入れる場合（図４１））に設定し、ボディに着装さ
せ、そのシルエットの違いを目視により比較した。
図３８ ①資料と同じ位置に入れる場合 図３９ ②前身頃の位置と同様、ダーツ脇の位置から
ボーンを入れる場合
図４０ ③後ろ身頃の位置と同様、脇線とウエストの角から
入れる場合
図４１ ④ビュスティエに多く見られるように、ダーツ
上にボーンを入れる場合－ 10 －
図４２ ①資料と同じ位置に入れる場合 図４３ ②ダーツ脇から入れる場合 図４４ ③脇線とＷの角から入れる場合 図４５ ④ダーツ上に入れる場合
①はバストからウエストにかけてのシルエットがすっきりしている。②は①と同じである。③は①と比べ、バス
ト付近の幅がやや広く見える。④はダーツに向かい脇方向から斜めにしわが入るが、①②③に比べ、全体に細く見
える。
図４６ ①資料と同じ位置に入れる場合 図４７ ②ダーツ脇から入れる場合 図４８ ③脇線とＷの角から入れる場合 図４９ ④ダーツ上に入れる場合
①前後共にバストラインからデコルテラインがボディに沿ってくる。②は①に比べ、後ろのデコルテラインがボ
ディから離れている。③は①に比べ、前のデコルテラインがボディから離れている。④は、前後のデコルテライン
がボディから離れている。前身頃はウエストのやや上の位置からボディから離れ始め、バストの最も高い位置あた
りからデコルテラインにかけては直上している。また背中の丸みが強く、前後に体の厚みを感じさせる。
図５０ ①資料と同じ位置に入れる場合 図５１ ②ダーツ脇から入れる場合 図５２ ③脇線とＷの角から入れる場合 図５３ ④ダーツ上に入れる場合
①はバストからウエストにかけての脇線がすっきりしている。②は①に比べ、バストライン付近が広がり、脇線
がやや丸みを帯びて見える。③は①と同じである。④は、①②③に比べ、全体に細く見えるが、背中にふくらみが
ある。
Ⅲ－３ 結果および考察
検証結果は、以下の通りである。
正面
側面
背面
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正面、側面、背面の各写真を比較すると以下のこと
が検証できた。
①資料と同じ位置にボーンをいれる場合：どの角度か
ら見ても最もバランスが美しく見える。ウエストから
バストラインにかけてシルエットがすっきりしてい
る。また側面では、ボディに対し前後共にデコルテラ
インが沿っている。
②前身頃の位置と同様、前後共にダーツ脇の位置から
ボーンをいれる場合：正面のシルエットは良いが、側
面では後ろ身頃のデコルテラインが着用者の体から離
れ、背面ではバストラインの幅が広く見える。
③後ろ身頃の位置と同様、前後共に脇線とウエストの
角から入れる場合：正面のバストラインの幅が広く見
える。側面では前身頃のデコルテラインが、ボディか
ら離れている。背面のシルエットは良い。
④ビュスティエに多く見られるように、ダーツ上に
ボーンをいれる場合：正面・背面のシルエットは、
①～③よりも全体に細く見えるが、側面では前後に広
がり、体の厚みや丸みがでる。また、デコルテライン
がボディから離れてしまう。
以上の検証から、着用者の体に密着しないシルエッ
トにおいて、ボーンを入れる位置により、シルエット
に差が出ることが確認できた。
前身頃のボーンの位置：ビュスティエを制作するとき
にバストが広がらないように、資料と同じようにダー
ツ脇から斜めにボーンを入れることがあるが、同様に
バストが広がるのを抑えシルエットをすっきりと作る
ことを意識したものと考えられる。
後ろ身頃のボーンの位置：脇線とウエストの角から
ボーンを入れることにより、脇線の膨らみを抑えてシ
ルエットを作ることを意識したと考えられる。
デコルテライン：ダーツの上にボーンが置かれると、
ビュスティエの様に着用者の体に密着しない場合、体
から離れ、空間を作ることになるため、前身頃はウエ
ストからデコルテラインに向かい広がるようにするこ
とで、バストの上にデコルテラインが乗るように納
まっている。後ろ身頃は、脇側にほぼまっすぐ入るこ
とで、肩甲骨の影響を受けることなく、デコルテライ
ンを支えているという理由によるものと考えられる。
以上の理由により、資料のボーンの位置は、このデ
ザインのシルエットを支えるために適した位置に入っ
ていることが確認できた。
Ⅳ まとめ
調査・検証の結果、以下の項目が明らかになった。
資料調査結果
・資料は広めのボートネックラインのように着用者の
体からやや離れたデコルテライン、ラグラン切り替
えの短めの袖、豊かなバスト、細いウエスト、大き
く裾が広がり、ニュールックに代表される、コロ
ル・ラインのシルエットである。
・パターンは現在、同様のシルエットを作図する場合
に用いるパターンの形状と一致する。
・縫製方法は表地を裏打ちすることにより、デザイ
ナーが意図したシルエットを作っている。
・前後身頃にデコルテラインからウエストラインにか
けてボーンを入れることで、着用者の体に密着しな
い身頃のシルエットを支えている。
試作検証結果
・身頃に入れたボーンは、前身頃はバストが広がるの
を抑え、後ろ身頃に入れたボーンは、脇線が膨らむ
のを抑えている。また、着用者の体からデコルテラ
インが離れすぎないように支える効果もある。
以上の技術は、制作技術の経験値を補うために、記
録として蓄積すべき技術であると考える。
Ⅴ おわりに
本研究は、クリスチャン・ディオールの１９５０年代に
多く見られるシルエットの制作技術に着目し、詳細な
調査、試作による検証を行った。実際に調査、検証す
ることは、文献で知識を得ることだけでは得られな
かった制作技術の意味を真に理解することにつながる
ものであると感じている。
今回の造形研究では、「形を作る」ために必要とさ
れる技術を、消滅する前に検証し記録を蓄積すること
が当初の目的であった。しかし調査を重ねるうちに、
現在の制作技術と同様の技術を資料の中に見いだすこ
とも少なくなかった。「形を作る」ために必要な技術
はいつの時代でも同じなのかもしれない。そう考える
と、１９５０年代の技術を記録し蓄積することは、将来の
制作技術を支えることにつながると考える。
今後は「形を作る」ために必要とされる制作技術を
将来に受け継ぐべきものとして、検証し記録する造形
研究を更に進める。それと共に、これからの日本の
ファッションにおいて、これまでの研究により蓄積さ
れたゴールデン・エイジのパリ・オートクチュールの
制作技術を活かす方法についても、新たな研究課題と
して取り組んでいきたい。
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究基盤形成支援事業研究成果報告書「ファッション
創造における芸術的技法の解析研究」』杉野服飾大
学，２０１４．
・鈴木美和子他著「ジャック・ドゥーセのジャケット
とスカートの服飾造形調査研究Ⅰ－杉野学園衣装博
物館収蔵品より－」『杉野服飾大学・杉野服飾大学
短期大学部紀要 vol．１２』，２０１３．
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